
臨・秘 、、

3

特 集:2008北 京 オ リ ン ピ ック ・パ ラ リ ン ピ ック を振 り返 って

特集に寄せて

熊本和正

平成20年(西 暦2008年)の8月 と9月 に、中

華人民共和国(以 下、中国)の 首都北京 を主な会

場 として、第29回 夏季オリンピック大会お よび

第13回 夏季パラリンピック大会(以 下、北京オ

リンピック ・パラリンピックあるいは北京五輪大

会)が 開催された。そこで、今回の特集テーマを

標記の通 りに設定 し、本センター教員各 自の最 も

興味ある題材を選んで自由な視点から分析するこ

とにした。また、本学非常勤講師の難波真理先生

(天理大学)が 現地にてパラリンピックを観戦 さ

れたので寄稿をお願いした。私は特集の一番 目と

して、この北京五輪大会に関わる豊富な話題の中

から、心に残る出来事をいくつか選んで振 り返っ

てお くことにする。私は現地観戦 していない。 日

本国内の新聞とテレビか ら得 られる情報を基にし

ている。また、これ らの特集記事が執筆 されたの

は平成21年1月 末であることをお断りしてお き

たい。

聖火 リレー

この北京五輪大会は、開催決定後か ら開催を反

対 し参加ボイコッ トを主張する動 きが国際世論の
一部にみられた。中国のチベ ット民族弾圧や人権

問題などに抗議するため、聖火の点火セレモニー

や聖火リレーを妨害する行為が世界各地でおこな

われた。各国における聖火リレーは、中国の警察

官と見られる 「青い服の集団」によって厳重に護

衛 された。日本においては、聖火リレーのスター

ト地点とされていた善光寺の本堂への落書きなど

があ り、混乱防止とチベットに対する配慮を理由

に、善光寺がスター ト地点を辞退した。

食の安全性

平成20年1月 には、中国製冷凍鮫子や食材に

よる日本国内の食中毒が報道され、農産物や加工

食品などを中国に大きく依存する日本の食生活の

不安定さを改めて実感 した。また、選手や観戦ッ

アー客の現地における食事の安全性が心配 され

た。後日、選手村の食事はとてもおい しかったと

いう日本代表選手の声をテレビ等で聞 くことが出

来た。 しか し、9月には中国の乳お よび乳製品を

使用 した加工食品にメラミンが混入 していること

がわか り、メラミン混入の粉ミルクを飲んだ乳児

らが重い腎臓障害等の被害を被っていることが報

道された。

四川大地震

開催準備 を急 ぐ中国は未曾有の天災に見舞われ

た。5月12日 に中国中西部の四川省にて発生 し

たマグニチュー ド8.0の 大地震(四 川大地震)に

より、大勢の人々が亡 くなられた。日本からも緊

急救援隊が派遣 された。震災前 より競技施設建設

の遅れが心配 されていたが、中国は大会開催 に問

に合わせた。

大気汚染

北京の大気汚染についてはしばしば報道 され、

選手 と観客の健康への悪影響が懸念 されていた。

男子マラソンの金メダル最有力候補が、持病の喘

息が悪化する危険性を理由にマラソンへの不参加

を表明 した。直前まで 日本で調整するなどの対策

をとる国々もあった。実際には大会期間中の北京

の空は澄んでいたと報道され、中国政府が何 らか
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の対策を施したことが推察された。

中東の笛

「中東の笛 」とは、莫大な資産を持つアラブ諸

国の王族などが、多額の活動資金をスポーツの国

際競技団体等に提供する見返 りに、それら団体の

役職に就任 し、地位や権力 を利用 して、大会運営

から審判の判定にまで影響を及ぼすことを言う。

ハ ンドボールの北京オリンピック ・アジア予選に

おける、審判のあまりにも不公平な(不 可解 とさ

え言える)判 定が問題 となった。国際ハンドボー

ル連盟(IHF)の 裁定により、このアジア予選が

無効 とされ、同予選のやり直 しが行われることに

なり、この事例を通 して 「中東の笛」が日本で広

く知 られることになった。「中東の笛」はハ ンド

ボールだけでなく、他の競技種 目においても指摘

されている。

競泳の代表決定戦

前回アテネ大会の男子200mバ タフライ銀メダ

リス ト山本貴司が、代表決定戦において派遣標準

記録を突破 したが、着順で惜 しくも日本代表を逃

した。代表となった松田丈志は、競泳男子200m

バ タフライ決勝 においてマイケル ・フェルプス

(米国)に 迫 る快心の泳 ぎで 自己記録を大幅に更

新 し(日 本新記録)、 銅メダルを獲得 した。山本

は四度 目のオリンピック出場 はならなかったが、

若手選手を牽引 し成長させる重要な役 目を果たし

たと言えるだろう。

スピー ド社製競泳水着

英国スピー ド社の水着を着た選手が、各国の選

考会などで次々と世界記録を更新 した。この水着

は着ると体が浮 くとか、からだを強 く締め付ける

ことで水の抵抗が軽減されるとか等の様々な情報

があったが、日本代表チームには国内メーカー三

社の水着が与えられてお り、 またそれ らのメー

カーに所属 している選手もあ り、選手達はスピー

ド社製水着を着るか着ないかで、ずいぶん悩まさ

れることになった。

薬物 ドーピング

陸上男子ハ ンマー投げの室伏広治は、アテネ大

会に続いて今回も上位入賞選手の ドーピング違反

による失格に伴う順位繰 り上げになり、前回アテ

ネ大会では金メダル、今回は銅メダルに輝いた。

薬物など使わずに頑張るクリーンな室伏に、メイ

ンスタジアムの表彰台でメダルを掛けてあげたい

と思ったのは私だけではないだろう。

感謝と自覚

陸上男子400mリ レー決勝で日本チーム(塚 原

直貴、末績慎吾、高平慎士、朝原宣治)は 三位に

入賞 し、銅 メダルを獲得 した。陸上 トラック種

目でのメダル獲得 は、人見絹枝以来80年 ぶ りの

ことだった。 この種 目の予選で前回アテネ大会

金、銀、銅 メダルの英国、米国、ナイジェリアが

バ トンパスを失敗 し決勝進出を逃すという波乱が

あ り、日本に初のメダル獲得へのチャンスが訪れ

た。歓喜 に満ちた長いウィニングランを終えてマ

イクを向けられた末績が、この結果は大勢の選手

と陸上関係者がこの日を夢見て長年にわたり努力

を継続 してきたことによるものである、という意

味の言葉 を述べた。それは日本陸上短距離の歴史

における、表舞台か ら裏方までを含 むすべての

人々への感謝の気持ちであるとともに、過去から

現在 まで引き継がれてきたバ トンを未来に手渡す

者 としての自覚の表現 として、私には理解 され

た。80年ぶ りの偉業を成 し遂げた選手に相応 しい

言葉が、走 り終えた後の第一声 として発せられた

ことに私はとても感心 した。

悲願の金メダル

女子ソフ トボールのオリンピック金メダルは、

悲願達成 という言葉が相応 しいものだった。上野

由岐子投手は、準決勝のアメリカ戦、同じ日にお
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こなわれた決勝進出をかけたオース トラリア戦、

そして翌日の決勝で再びアメリカを相手 に、2日

間3試 合で413球 を投げ抜いた。表彰式のあと、

ボールをグラウン ドに並べて2016の 数字を形作

り、アメリカとオース トラリアと共に写真に収 ま

る彼女 らがいた。女子 ソフ トボールは次回2012

年ロンドン五輪大会では野球 と同じく正式種 目か

ら外れるので、その次の2016年 五輪大会では何

としても正式競技種 目に復活 したいとの願いを込

めての記念写真であった。

今 までの五輪大会 も同様であったが、北京五翰

大会のテレビ放送 と新聞報道などを通 して、実 に

たくさんのメッセージがたくさんのエネルギーを

伴 って、私たちの心に届けられた。オリンピッ

ク ・パラリンピックはスポーツの祭典であるが、

ただのスポーツの祭典ではない。五輪大会の開催

国はどのようにあるべ きか、何が求められるの

か。同様に、世界の大国には何が求められるの

か。表面を取 りipったり、強弁でごまかそうとし

た り、力でね じ伏せ ようとしても駄 目なのであ

る。世界中の人達が見ている。そして、それは開

催国と大国だけでなく、すべての参加国にも求め

られることなのである。

夢をみる。憧れる。高い志 を持つ。それを実現

しようと努力する。仲 間と力を合わせ、協力す

る。挫折する。悲 しみを乗 り越える。立ち直る。

夢をあきらめない。五輪大会は、人が生 きてい く

上で欠かす ことのできない心のエネルギーを満た

して くれる。スポーツは生 きる力を与えて くれ

る。私にはそのように思えてならない。


